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宮城県警察情報管理業務監査・情報セキュリティ監査実施要領の一部改正につ

いて（通達）

宮城県警察における情報管理業務監査及び情報セキュリティ監査については 「宮、

城県警察情報管理業務監査・情報セキュリティ監査実施要領の一部改正について（通

達 （平成２６年８月１８日付け宮本情第１４２５号）により運用してきたところで）」

あるが、この度、別添のとおり宮城県警察情報管理業務監査・情報セキュリティ監査

実施要領の一部を改正したので、事務処理上誤りのないようにされたい。

なお、これに伴い前記通達は廃止する。

記

１ 改正点

⑴ 情報管理業務監査及び情報セキュリティ監査に係る対象項目を明確化した。

⑵ その他文言の整理等所要の整備を行った。



宮城県警察情報管理業務監査・情報セキュリティ監査実施要領

１ 趣旨

この要領は、警察における情報システムの整備及び管理に関する訓令（令和４年

警察庁訓令第１１号）第５条に規定する情報管理業務監査及び宮城県警察情報セキ

ュリティに関する訓令（平成１６年宮城県警察本部訓令第１６号）第６条に規定す

る情報セキュリティ監査に関し、必要な事項を定めるものとする。

２ 監査の種類

情報管理業務監査及び情報セキュリティ監査の種類は、通常監査及び特別監査と

する。

３ 通常監査

総務部長は、年度ごとに各所属に対し、次に掲げる事項を対象とした情報管理業

、 。務監査及び情報セキュリティ監査に係る通常監査について １回以上実施すること

⑴ 監査実施計画の策定

ア 総務部長は、年度ごとに、当該年度における通常監査の実施計画を定めるこ

と。

イ 前記アの実施計画は、対象となる所属（以下「監査対象所属」という 、監。）

査日程、監査項目、実施要領等について定めること。

⑵ 監査官等の指名

ア 総務部長は、通常監査を行わせるため、総務部情報管理課（以下「情報管理

」 。） 。課 という の課長補佐以上の職にある職員の中から監査官を指名すること

イ 総務部長は、監査官の職務を補佐させるため、監査補佐官を指名することが

できる。

⑶ 監査の実施

ア 情報管理業務監査

情報管理業務監査は、各所属の宮城県警察共通基盤システム等（警察共通基

、 。盤システム 警察庁情報管理システム及び宮城県警察情報管理システムをいう

以下同じ ）による処理に係る情報の取扱状況全般の業務を対象とする。。

イ 情報セキュリティ監査

情報セキュリティ監査は、宮城県警察共通基盤システム等及び管理対象情報

に係る情報セキュリティに関する事項を対象とする。

⑷ 監査官等の権限

監査官及び監査補佐官（以下「監査官等」と総称する ）は、通常監査におい。

て必要と認められるときは、監査対象所属の職員に対し、説明、資料の提出又は

指定する日時及び場所での聴き取りを求めることができる。

⑸ 留意事項

監査官等は、通常監査を実施するに当たっては、次の事項に留意すること。

ア 取り扱う情報の保秘を徹底すること。



イ 厳正かつ公平を旨とすること。

ウ 資料及び情報を十分に収集し、正確な事実の把握に努めること。

エ 必要な限度を超えて関係者の業務に支障を及ぼさないように配意すること。

⑹ 報告

監査官は、通常監査を終了したときは、総務部長に対して監査結果を報告する

こと。

⑺ 改善を求める事項等の通知

総務部長は、通常監査の結果に基づき、改善を必要とする事項等について、当

該所属長（以下「所属長」という ）に通知する。。

⑻ 所属長の措置

前記⑺の通知を受けた所属長は、当該通知の内容を踏まえ、速やかに必要な措

置を講じた上で、改善計画等を策定して、措置結果及び改善計画を総務部長に報

告すること。

⑼ 委員会への報告

総務部長は、通常監査の結果、前記⑺の規定により所属長に通知した事項並び

に前記⑻の所属長が講じた措置及び改善計画について、宮城県警察情報化推進・

情報セキュリティ対策委員会に関する訓令（平成２３年宮城県警察本部訓令第４

号）第１条に規定する宮城県警察情報化推進・情報セキュリティ対策委員会に報

告するものとする。

４ 特別監査

⑴ 実施

総務部長は、特に必要があると認める場合には、監査対象所属、監査日程、監

査項目、実施要領等を定めて特別監査を実施することができる。この場合におい

て、監査官等は、監査対象所属の職員に対し、指定する日時及び場所での聴き取

りを求めることができる。

⑵ 通常監査に関する規定の準用

前記３－⑶から⑼までの規定は、特別監査について準用する。この場合におい

て「通常監査」とあるのは「特別監査」と読み替えるものとする。


